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SUMMARY 
It was intsnded to trace the development of the Pacinian corpuscle in the cat 
mesentery h>・ means of electrnn microscope. The corpuscles were obtained from 
adult cats, or 30 cla~·s, 50 daγs and 80 da~·s afther their birth respectively. 
The results were as follows : 
1) The development of lamellae of the corpuscle. 
a) In the Pacinian corpuscle of 30 days or 50 days old cat, it was demon-
strated that the lamellae of the outer sheath of the nerve extended to the inner 
core passing through the outer capsule and the pre-inner-core. There were 
collagenous fibers betwesn the lamellae and the ScHw ANN cel. 
b) In the corpuscle of the 80山内 cat, lamellae of the outer sheath of 
nerve was observed to be ended at the boundarγbeh＼’ccn the pre-inner-core and 
the inner core. 
The lammellae of the inner core do not日ccmto have special relation with 
the lamellae of the pr・c-inner-core. The former was p1・obablydeveloped from 
the crista旬 c~·toplasma of the cells which had been composing the innermost 
layer of the peripheral lamellae. 
c) The reticular structure, consisting of the cytoplasma of lamellae and 
regarded as the growth zone, was found in the juvenile corpuscle. 
The reticular structure was most frequently found in the pre-inner血core,next 
in the peripheral lamellae nearest to the nerve terminals, and rarely or only 
rudimcn tarily in the innermost and outermost la~℃r of the peripheral lamellae. 
2) The1℃ were fouml the homoge11cous stripes, 1・（、即日・cled aメ thecla日tic 白bers, 


























































































心小体の外琶から外側の部分でp こ川こはp 広い 隙へのばして終っている．神経に最も近い2～3層は細
細胞間隙と線維球がみられP 所々に神経と，それを取 胞間療も広く p 細胞質問志の連続も少ないー層と層と
巻く層状構造及び血管がみられる．そしてこの部分の の間際の所々にはpコラゲン線維が束をなしてp神経と
限界はp 小体の成長につれて明確になり p 成長猫から 平行に走ってL、る（第3図p第4図）．しかし Schwann
の小休ではp 細胞間際も狭し殆んど結合織のみとな 細胞と神経外輸の層板との聞には連絡はみられず，コ
るがp 小体の形成にあづかっているのでP これを外被 ラゲン線維で多くはへだてられている．血管の走行
と名ずけて区別した． はp ほ Y神経の走行と平行であ’）て，血管の周辺にあ
本研究ではp 前内壱に焦点を合せp 外被から順次各 る細胞も，ほ f神経の定行と平行な方向に細長くのび
部分毎に層状構造の関連を検討しつ》観察を進めた． ており，層状構造をなしてはいないがp 細胞質は厚
a）外被中の層状構造 く，ミトコンドリアやゴルヂ装置を多く含んでいる．
神経は小体に入る時p その成長段階に応じてP 一定 神経がp タト琶の最外層に貫入している部分ではp 神
の距離だけ外被の中を通るが，包埋したま、で，まだ 経外鞘の層板の最外2～3層tむそのま、外琶の最外
切片にしていない小体20について， 100倍の光学顕微鏡 層に続いているがp 他の内側の層板はそま》内琶に入
で観察すると Schema.1におけるpType. C', Type. D ってP その部の神経をp 同様に同心円的に取巻いてい
のようにp 外被中を通過する神経の距離が最少のもの る．また神経外鞘の外部を走っていた血管はp 既にこ
はp 成長猫及び生後80日目の猫の小体に最も多くみら の貫入部の手前で，神経外鞘の層板と層板の聞に取り
れp生後30日p生後50日間の猪の小体ではp 外被中を通 こまれてP 前内萄に入って行く．そしてこの部分では
過する神経の距離がp小体全周の1/8位である Type.B 二心血管周辺にあったコラゲン束もP 巾広い外被の細
やF 1/4位である Type.Aがp 夫々の半数を占めてい 胞も，これ迄神，径の走行と平行な方向えはその方向に









































部分にp 電子密度の低い，均質な索状物がみられP rfJ 
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かりでF これとても，小体内琶へ入って行く神経の一 層の 2～3層に痕跡的にみられるのみである．
部を観察していることになるのである．パチニー氏小 2) 外被中の屑平な細胞とコラゲン東にまじってP そ




は漠然と「無核性の原形質様物質」等の説があるが，わ 稿を終るに当ってy 終始御教示をいただいたp 京都
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にはp 2つの有髄神経の横断がありp 小体内に入ってすぐにp 前内琶（有髄神経を含む）の横断面が見
られる.N：神経.G：血管.My ：ミエリン鞘.A：神経軸索.Mit：ミトコンドリア.800x. 
図3. 生後30日目猫から．図 Iの一部拡大．有髄神経じそれを取巻く神経外鞘の横断面.A：神経軸索．











図6 生後80日目猫から．外被中の弾力線維． （矢F-Pの部分で，コラゲン線維に将行している）． Ef：弾力
f~~縫. ('f －コ弓ゲン：泉市佐.Fee ・線維球の原形質.Fen：線維球の核.Mit：ミトコンドリア． G，・：ゴ
ル中水泡.4200×． 
図7. 生後30日猫から．図 lの一部折、九前内琶の縦断面．たずし中心の神経はあらわれていない 網状構
造が非常に発達している.Mit：ミトコンドリア. Cf ：コラゲン ~li＇維.G ：血管. 1300x. 
図8. 成長猫から．前内沓の横断面．中心は有髄神経がみられP そのまわりをコラゲン線維と同心円的な層
板とがI＆りまいている. A.軸索.l¥Iy ミエリン，＇1~i'J. （×印は人為的遊離） Cf ：コラゲン線維. G: 
c.'l管. 1500×． 
図9. 成長猫から．図 8 の~；＇；ijJ）、大．中心の軸索はミエリン鞘とシュワン細胞を伴っている.A ：軸索．
:u~· ミエリン鞘.l¥Iit ：ミトコンドリア.Sv：所謂＂ SynapticHsic!e・’（＇f：コラゲン線維.Sc：シ
」ワン利lilE!. 14000 x . 
図10. 生後50 日猫志ミら．前内芭から内琶への干宅ff ，＇，＇，~
そJ,Lを取巻く層状構造と共に内葱に入つて行く．内琶へは層状構造が末広がりに人つている．右下部に
網状構造が多く p 血管や種マの形の核を含んでいるのはp これが前内琶の一部だということを示してお
りp 神経は写真左上の横断面より前に出てF 下方へのびp この；＇；1：分の前面で強く屈曲して右へ曲ってい
る.A：神経軸索.l¥Iy ：ミエリン鞘.Mit：ミトコンドリア.Nie：内葱の層板の核．ぽ：コヲゲン線
維.F：脂iJ;i't；涜.Sc ンユワン細胞. G: 11l1°'i;. Gγ ゴルヂ7.ki'包.3200x. 
図11. 生後80日猫より． 前内包より内萄への移行部． 中央に前内葱がありp 右端に内琶の一部が見える．
両者の層阪に直接の関連はなしたず前内琶の最外層板の 2-3層がp 内琶のすぐ外側を網状に連なり
ながらのびているのみである． 前内琶の中心にある軸索は丁度この部分で3つに分岐している． A: 
車由索.l¥Iit .ミトコンドリア.Gv：ゴルヂ＊i包 G ：血管. 1300×． 
図12. 生後80日猫より．図10の一部拡大． 中心部にあ弓前内琶における軸索はp 左下より右上へのびるに
従って， 3つに分岐している．分岐する迄の部分にはp ミエリン翰もp 又一部シュワン細胞も見られる
が，分岐した後は神経軸索lエ何物にも被われずに裸である．軸索の外にある層板の網状構造はp 内琶へ
はのぴずにその手前で閉ぢてしまう.A：軸索.l¥ly ミエリン鞘.Sc：シュワン細胞． l¥Iit：ミトコ
ンドリア.Cf：コラゲン線維. 4000 x. 
図13. 生後30日目猶より．内琶の縦断面． 一見p 細胞質とコラゲン線維とが混在しているよろに見えるが
細胞質は強く屈曲しながら長く縦に層をなして続いており，コラゲン線維はその聞を縦に走っている．
℃：細胞質．℃f－コラゲン線維.:¥lit ミトコンドリア.Gv：ゴルヂ7j（）包. 3600×． 
図14. 成長猫より．内琶の縦断面．左端の神経軸索より水平に右端まで「さけ目Jがあって， 内琶の層板
を上下に分つ． 「さけ目Jの中には， Pease等の言弓細胞質の「腕」が散在しており P 右端のさけ回附
近には，内琶へ侵入して来た成長層からの細胞質とその核が見られP Pease等の所謂Perikaryaと考え
られる．叉，この図の上方p 内琶の外側にp PからQまでの聞に層仮を形成する細胞が l個，完全な形
であらわれている.A：軸索.Cl：「さけ目」.Arm：細胞質の「的.l¥lit：ミトコンドリア.G，・ゴル
ヂ水泡.N：層板の細胞の核. 1900×． 





Perikarya”でP そこより内葱内へ鶏冠状突起が出て来て神経を包みこんでいる． （矢印の方向へ I. A 
：軸索.Mit.ミトコンドリア.Gv：ゴルヂIj¥i包.Er：帝国網内被. p.所謂”Perikarya’＇.Cr：原形
質の）；＇［］冠状突， w.1700×． 
図17. 生後80 目~／Ii より．内琶の縦断r1rriの一部でP 図 16 のーι拡大．中心にある軸索を聞んで内琶の細胞質
ボ，互に密接しながら取巻いており，そのー側「左t方〕だけにさけ日がある． ¥ 軸索.l¥Iit・ミト
コンドリア．以 所謂 P只ynapticvesicle". （；、 ゴル平水l'!. ('I さけ目. :¥1じ内琶の細胞の伎．
C；内琶の細胞の細胞n.3400×． 
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